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１．はじめに 

 閉断面リブ（以下，U リブ）を有する鋼床版の疲労対策として，既設のアスファルト舗装を鋼繊維補強コン

クリート（以下，SFRC）舗装に置き換える工法が適用されている 1),2)．本工法では SFRC 舗装打設時に接着剤

により SFRC をデッキプレートと接合させるが，接合部に関して現場における様々な条件に対して十分な強度

や長期の耐久性を有していることを確認することは容易ではない．本研究では水，温度に対する接合部の耐久

性評価のための基礎データを得るため，接合部を模擬した小型試験体を用いて，環境負荷後の接合部の強度特

性について調査した結果を報告する． 

２．試験体の概要 

 図-1 に接合部を模擬し，コア抜き引張試験に用いた試験体の寸法形状を示す．急速施工を前提として超速硬

セメントを使用した．SFRC の配合条件は過年度に実施し

たコア抜き引張試験 3)と同じとし，材齢 3時間で 33.8N/mm2，

材齢 28 日で 64.6N/mm2 であった．接着剤には，性状等の

異なる 2 種類を使用した．表-1 に SFRC 舗装の接合に使用

した 2 種類の接着剤の性能および，硬化後の材料物性を示

す．なお，接着材のガラス転移点は，ガラス転移点温度試

験（JIS K7121）の結果，接着材 A では 56.3℃であった．

塗布量は標準的な使用量 1ℓ/m2（平均塗布厚 1mm に相当）

とした．試験体は素地調整を行った後に，接着剤を塗布し，

その上に SFRC 舗装を厚さ 50mm で敷設している．鋼板

の接着面に対して，ブラスト工法（投射密度 150kg/m2）

により行った．  

３．試験方法と環境負荷条件 

 3.1 試験方法 

 図-2 に引張試験の概要を示す．コアカッターを用いて

φ100mm の切込みをデッキ上面に達するまでいれ所定の

環境負荷をかけた後，舗装表面に載荷治具を設置後，毎

秒 0.1N/mm2 の載荷速度で，デッキと SFRC 舗装の接

着剤接合部が破壊するまで載荷し，破壊時の荷重値を

計測した．この荷重値をコア断面積（7854mm2）で除

した値を引張強度とした．また，引張試験による破壊

性状をコアの破壊位置から材料破壊，凝集破壊，界面

破壊の 3 種類に分類した．接合部の劣化程度は，引張

強度及び破壊性状の変化により評価した． 
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図-1 引張試験用試験体の寸法形状 
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表-1 接着剤の性状および硬化後の材料物性 
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図-2 コア抜き引張試験の概要 
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 3.2 環境負荷条件 

 環境負荷条件として，試験体を 50℃，70℃の恒温の

水槽に浸漬した．なお，接着剤接合部にはカッター切

込み部分から水が浸入し、その影響を受けることにな

る．負荷期間は 14 日（2 週）～350 日（50 週）とし，1

負荷期間に対して 4 体分の試験を実施した．なお，試

験前には恒温水槽から取り出した後，恒温室（常温気

中）に 1 日間置いている．接着剤 A，B では，環境負荷

後の強度特性の調査結果 2)を踏まえ，負荷期間を若干ず

らしている．なお，50℃温水負荷による SFRC の圧縮強

度は，64.6（28 日）～84.6N/mm2（199 日）であった． 

４．試験結果 

 図-3 に 2 種類の接着剤の環境負荷期間と引張強度の

強度特性の関係を示す．図-4 に環境負荷期間とデッキ

面積割合の関係を示す．ここでデッキ面積割合とは，

コア破断面の外観を写真撮影し，デッキ表面露出部分

を CAD 上で抽出し算出したものである． 

図-3 より，接着剤 A，B ともに負荷期間の初期には

接着剤の養生効果の影響により強度が増加する傾向が

見られた．その後，一旦低下の傾向が見られたが，A

では 50週時点で，Bでは24週時点で横ばい状態であり，

概ね負荷前の強度を保っている．接着剤Bについては，

輪荷重試験後の実大試験体の暴露試験において著しい

強度低下が見られている 4)が，今回の温水による環境負

荷期間では顕著な強度低下は見られなかった．  

 図-4 より，接着剤 A については，環境負荷期間が 56

日までは材料破壊が支配的であり，デッキ面は確認でき

なかったが，環境負荷期間が増えるにつれてデッキ面積

割合が増え，50 週負荷時点では界面破壊が支配的な状

況となった．接着剤 B については，負荷初期よりばら

つきが見られ 24 週で界面破壊が支配的となった． 

また，強度・面積割合ともにばらつきは大きく，温度の違いによる相違は明確には見られなかった． 

以上のように接着剤接合部への温水負荷により，2 接着剤ともに著しい強度低下は生じなかったが，破壊性

状の変化は見られており，接着剤の性能評価法となり得る可能性が示唆された．なお，本研究の一部は，国土

交通省建設技術研究開発費補助金による研究（平成 27~28 年度）の一環として実施した． 
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図-3 環境負荷期間と引張強度の関係 
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図-4 環境負荷期間とデッキ面積割合の関係 

（b）接着剤 B 
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